
創
立

周
年
、今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

読売旅行　坂元　隆社長に聞く

高
付
加
価
値
で「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」に

「
協
力
会
」ホ
テ
ル
旅
館
・
施
設
と
連
携

旅館・ホテルや施設協会
９団体・企業が署名
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石
森
　
秀
三

始めに暮らしありき

　
読
売
旅
行
が
昨
年
（
２
０
２

２
年
）

月

日
に
創
立

周

年
を
迎
え
た
。
記
念
の
年
の
主

な
取
り
組
み
、
今
後
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
坂
元
隆
社
長
に
聞

い
た
。

　
―
―

周
年
イ
ヤ
ー
の
主
な

取
り
組
み
は
。

　「
創
立
記
念
日
の

月

日
、

新
し
い
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
稼
働

さ
せ
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
（
Ｄ
Ｐ
＝
変
動
価
格

制
）
に
対
応
し
た
、
旅
行
業
界

初
の
ク
ラ
ウ
ド
型
基
幹
シ
ス
テ

ム
で
、
名
称
は
『
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ

　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
　
Ｃ
ｕ
ｅ

（
Ｄ
Ｊ
Ｃ
ｕ
ｅ
＝
ド
リ
ー
ム
ジ

ャ
ー
ニ
ー
キ
ュ
ー
）
』
。
ま
ず

は
個
人
型
の
Ｄ
Ｐ
旅
行
商
品
の

販
売
を
開
始
し
た
」

　
「
フ
ル
稼
働
は
今
年
２
月
を

予
定
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｊ
Ｃ
ｕ
ｅ

に
連
動
し
た
新
た
な
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
、
団
体
型
商
品
も
含

め
て
販
売
す
る
。
新
シ
ス
テ
ム

の
高
い
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

最
大
限
に
生
か
し
て
、
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
者
が
提
供
す
る
旅
ナ

カ
素
材
や
交
通
手
段
を
商
品
に

取
り
込
み
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

変
質
し
た
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
商
品
を
提
供
す
る
」

　
「
商
品
は
大
き
く
二
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
る
。
当
社
の

代
名
詞
的
存
在
の
添
乗
員
付
き

の
団
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
は

『
パ
レ
ー
ド
』と
い
う
名
称
で
、

昨
年
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
展
開
し
て

い
る
。
単
に
名
称
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
可

能
な
限
り
高
付
加
価
値
の
商
品

作
り
を
心
掛
け
て
い
る
」

　
「
も
う
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
当
社
が
あ
ま
り
手
掛
け
て

こ
な
か
っ
た
個
人
型
商
品
。
こ

ち
ら
は
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
名

『
ブ
ー
ケ
』
と
し
て
年
明
け
か

ら
発
売
し
た
。
個
人
型
商
品
の

デ
ジ
タ
ル
販
売
は
既
に
他
社
も

行
っ
て
い
る
が
、
当
社
は
一
線

を
画
し
て
お
客
さ
ま
に
提
供
し

よ
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
当
社

が
得
意
と
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅

行
の
一
部
を
、
個
人
型
旅
行
の

中
に
旅
ナ
カ
素
材
と
し
て
組
み

入
れ
る
な
ど
、
団
体
型
旅
行
と

個
人
型
旅
行
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

の
よ
う
な
商
品
を
デ
ジ
タ
ル
と

紙
で
販
売
し
た
い
」

　
「
旅
行
商
品
に
関
し
て
は
、

他
社
に
な
い
、
と
が
っ
た
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
商
品
を
売
っ
て
い
こ

う
と
、
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
例
え
ば
、
当
社
の
親
会

社
で
あ
る
読
売
新
聞
の
持
つ
ア

セ
ッ
ト
を
利
用
し
た
高
付
加
価

値
商
品
。
読
売
新
聞
が
主
催
す

る
将
棋
の
竜
王
戦
の
観
戦
ツ
ア

ー
が
そ
の
一
例
だ
。
対
局
に
臨

席
で
き
る
レ
ア
な
体
験
を
提
供

し
た
と
こ
ろ
、
１
人

万
円
の

高
額
商
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

告
知
後
５
時
間
で
完
売
し
た
。

『
テ
ー
マ
旅
行
企
画
グ
ル
ー

プ
』と
い
う
組
織
も
立
ち
上
げ
、

そ
こ
で
造
成
し
た
『
爆
破
体
験

ツ
ア
ー
』
は
メ
デ
ィ
ア
で
か
な

り
話
題
に
な
っ
た
」

　
―
―
２
０
２
１
年
に
地
方
創

生
を
支
援
す
る「
観
光
振
興
部
」

を
設
立
し
た
。

　
「
政
府
と
自
治
体
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
案
件
な
ど
で
読
売
新
聞

グ
ル
ー
プ
の
情
報
発
信
力
や
信

頼
性
を
前
面
に
出
し
た
提
案
を

行
い
、
過
去
１
年
半
に
全
国


道
府
県
で

件
の
事
業
が
採
択

さ
れ
た
。
競
争
率
が
高
い
地
方

創
生
事
業
だ
が
、
応
札
し
た
案

件
で
は
６
割
以
上
の
採
択
率
を

誇
っ
て
い
る
。
観
光
振
興
事
業

で
培
っ
た
営
業
力
と
自
治
体
な

ど
と
の
関
係
を
生
か
し
、
今
後

は
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

包
括
的
受
託
）
事
業
も
推
進
す

る
」

　
「
和
歌
山
県
庁
と
は
、
当
社

の
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
『
読
売

ロ
マ
ン
の
旅
』
で
関
係
が
深
ま

り
、
昨
年

月
に
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
協
定
は
単
な

る
送
客
で
は
な
く
、
観
光
素
材

の
企
画
、
開
発
や
情
報
発
信
、

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
と
も
に
取
り

組
む
と
う
た
っ
て
い
る
」

　
「
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て

は

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
御

朱
印
帳
の
鉄
道
版
『
鉄
印
帳
』

事
業
も
あ
る
。
先
般
発
表
さ
れ

た
『
日
本
ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞
』

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
昨
年


月
末
現
在
で
鉄
印
帳
の
販
売

部
数
は
５
万
部
を
突
破
。
鉄
印

の
記
帳
枚
数
は

万
枚
を
超
え

て
い
る
。
当
社
の
ツ
ア
ー
商
品

に
独
自
性
を
も
た
ら
す
素
材
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
振

興
事
業
の
フ
ッ
ク
と
し
て
も
効

果
を
発
揮
し
て
い
る
。
鉄
印
帳

の
販
売
を
手
が
け
る
子
会
社
の

旅
行
読
売
出
版
社
で
は
各
都
道

府
県
の
魅
力
を
伝
え
る
絵
本
も

制
作
し
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
化

を
目
指
し
て
い
る
」

　
―
―
会
社
の
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
る
と
。

　
「

年
前
と
い
え
ば
、
高
度

成
長
時
代
で
、
新
聞
が
ど
ん
ど

ん
部
数
を
拡
大
し
て
い
た
時

期
。
当
社
も
そ
の
流
れ
に
乗
っ

て
、
団
体
型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
を
多
く
作
り
、
新
聞
広
告

や
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
販
売
し

て
い
っ
た
。
主
催
旅
行
の
メ
デ

ィ
ア
販
売
の
草
分
け
と
い
え
、

そ
の
手
法
の
確
立
に
ひ
と
役
買

っ
た
。
た
だ
逆
に
、
完
成
さ
れ

た
が
ゆ
え
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
枠
か
ら
な
か
な
か
抜
け

出
せ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
。


年
た
っ
た
今
、
こ
れ
か
ら
先

を
見
据
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」

　
―
―
次
の

年
、

年
に
向

け
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
「
今
後
は
価
格
で
勝
負
す
る

時
代
で
は
な
く
な
る
。
付
加
価

値
を
付
け
た
商
品
を
い
か
に
お

客
さ
ま
に
提
供
す
る
か
。
商
品

の
質
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
社
は

年
間
、
国
内
旅

行
を
中
心
に
取
り
組
み
、
国
内

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
さ
ん
、
観
光

施
設
さ
ん
と
多
く
の
つ
な
が
り

が
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ

ま
が
持
つ
価
値
を
組
み
入
れ
る

こ
と
で
、
商
品
を
よ
り
魅
力
的

に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
努
力
が

必
要
だ
」

　
「
販
売
手
法
は
今
ま
で
の
新

聞
広
告
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に

加
え
て
デ
ジ
タ
ル
を
大
胆
に
活

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事

業
形
態
と
し
て
、
従
来
の
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｃ
に
加
え
て
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
も

見
据
え
て
取
り
組
む
。
観
光
立

国
を
目
指
す
国
の
方
針
に
わ
れ

わ
れ
も
貢
献
し
た
い
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
だ
が
、

こ
れ
か
ら
間
違
い
な
く
増
え
る

し
、
旅
行
会
社
と
し
て
取
り
組

ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

　
―
―
協
定
す
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
、
施
設
と
の
関
係
は
。

　
「
新
し
い
組
織
『
読
売
旅
行

協
力
会
』が
４
月
に
発
足
す
る
。

こ
れ
ま
で
宿
泊
施
設
と
立
ち
寄

り
施
設
で
別
々
だ
っ
た
組
織
を

統
合
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
も

弊
社
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
よ
り
明

確
に
な
る
組
織
運
営
を
目
指

す
。
よ
り
強
固
で
密
接
な
関
係

を
築
き
、と
も
に
発
展
し
た
い
。

ま
ず
は
送
客
を
増
や
す
こ
と
が

第
一
だ
」

　
坂
元
　
隆
氏
（
さ
か
も
と
・

た
か
し
）
早
稲
田
大
学
政
治
経

済
学
部
卒
。
１
９
８
３
年
読
売

新
聞
社
に
記
者
と
し
て
入
社
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
特
派
員
、
経
済

部
記
者
、ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
、

国
際
部
長
、
論
説
副
委
員
長
な

ど
を
務
め
る
。
２
０
１
４
年
に

読
売
旅
行
入
社
。

年
か
ら
社

長
。
月
刊
「
旅
行
読
売
」
を
出

版
す
る
旅
行
読
売
出
版
社
の
社

長
も
兼
ね
る
。

　
　
　
　【
聞
き
手
＝
森
田
淳
】

　
２
０
０
３
年
は
日
本
に
と
っ

て
の
「
観
光
立
国
元
年
」
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
年

は
「
観
光
立
国

周
年
」
の
記

念
す
べ
き
年
だ
。

年
１
月
の

国
会
で
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首

相
は
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、

「
観
光
の
振
興
に
政
府
を
挙
げ

て
取
り
組
み
、

年
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
を
倍
増
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
」
と
宣
言

し
た
。
併
せ
て
内
閣
官
房
に
観

光
立
国
懇
談
会
を
設
置
し
、
観

光
立
国
政
策
に
関
す
る
諸
課
題

に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

た
。
私
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
た
の
で
、

年
１
月
か
ら

何
度
も
首
相
官
邸
に
出
向
い
て

議
論
に
加
わ
り
、
報
告
書
を
ま

と
め
る
際
に
「
観
光
立
国
の
意

義
：
今
、
な
ぜ
観
光
立
国
か
」

に
つ
い
て
起
草
を
行
っ
た
。

　
最
終
的
に
懇
談
会
は

年
４

月
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
の
国
づ
く
り
」
と
題
す
る

報
告
書
を
小
泉
首
相
に
提
出
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
小
泉
首
相

は
５
月
に
観
光
立
国
関
係
閣
僚

会
議
を
開
催
し
、
各
省
庁
が
緊

密
に
連
携
し
て
観
光
立
国
の
実

現
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
２
０
０
３
年
は

「
観
光
立
国
元
年
」
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

　
中
途
半
端
に
日
本
を
混
乱
さ

せ
た
民
主
党
政
権
を
挟
ん
で
、

小
泉
政
権
を
継
承
し
た
安
倍
政

権
・
菅
政
権
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
観
光
国
富
論
に
立
脚
す
る

「
観
光
の
量
的
拡
大
」
を
意
図

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
立
国

政
策
を
推
進
し
、
大
成
功
を
収

め
た
と
賞
賛
さ
れ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
で
も
ろ
く
も
崩

れ
去
っ
た
。

　
観
光
産
業
は
基
本
的
に
「
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
（
も
ろ
い
、
壊
れ

や
す
い
）
な
産
業
」
で
あ
り
、

戦
争
や
自
然
災
害
や
疫
病
や
経

済
的
不
況
な
ど
の
影
響
を
受
け

や
す
い
た
め
に
基
幹
産
業
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
弱
点
を
抱
え
て
い
る
。

　
私
は
「
観
光
国
富
論
」
の
観

点
だ
け
で
観
光
政
策
を
推
進
す

る
の
は
浅
は
か
と
み
な
し
て
い

る
。
む
し
ろ
「
観
光
民
福
論
」

と
い
う
観
点
こ
そ
が
重
要
と
み

な
し
て
い
る
。
観
光
は
本
来
、

数
多
く
の
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
の
民
福（
感
動
、幸
せ
、

歓
び
、癒
や
し
、学
び
、創
造
、

自
己
の
再
発
見
な
ど
）
を
も
た

ら
す
営
為
で
あ
る
。要
す
る
に
、

観
光
は
本
来
ホ
ス
ト
（
地
域
住

民
）
と
ゲ
ス
ト
（
観
光
者
）
の

双
方
を
幸
福
に
す
べ
き
営
為
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
理
想
を
あ

く
ま
で
も
追
求
す
べ
き
だ
。

　
ま
た
観
光
は
地
域
社
会
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

し
得
る
営
為
で
あ
り
、
「
観
光

地
域
創
造
論
」
と
い
う
観
点
も

重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
観
光
は

平
和
の
創
出
や
文
化
的
安
全
保

障
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
営
為

で
あ
り
、「
観
光
安
全
保
障
論
」

と
い
う
観
点
も
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
「
平
和
産
業
」
と

し
て
の
観
光
産
業
が
最
も
大
切

に
す
べ
き
理
想
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
日
本
で
は

「
観
光
の
質
的
向
上
」を
意
図
し

た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
観
光
立

国
政
策
へ
の
転
換
が
必
要
に
な

る
。そ
の
際
に
各
地
域
の
民
産

官
学
の
協
働
に
よ
っ
て
地
域
資

源
の
持
続
可
能
な
活
用
を
図

り
、地
域
主
導
に
よ
る
自
律
的

観
光
の
推
進
が
不
可
欠
に
な

る
。そ
れ
と
共
に
、
年
前
の
観

光
立
国
懇
談
会
の
報
告
書「
住

ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の
国

づ
く
り
」の
原
点
、つ
ま
り
観
光

振
興
を
図
る
際
に
観
光
地
の
地

域
住
民
の
暮
ら
し
を
軽
ん
じ
る

こ
と
な
く
、「
始
め
に
暮
ら
し
あ

り
き
」と
い
う
こ
と
を
強
く
意

識
す
べ
き
点
が
重
要
だ
。今
後

の
日
本
は
厳
し
い
少
子
高
齢
化

が
よ
り
深
刻
化
す
る
た
め
に
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
ふ
さ
わ
し
い

「
暮
ら
し
と
命
の
輝
く
国
づ
く

り
、地
域
づ
く
り
、人
そ
だ
て
」

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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署
名
団
体
・
企
業
な
ど
に
よ

る
記
念
撮
影

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
提
唱
す
る

「
世
界
観
光
倫
理
憲
章
」
の

誓
約
に
国
内
の
９
団
体
・
企

業
が
署
名
し
た
。

月

日

に
奈
良
市
で
開
か
れ
た
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
世

界
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
署
名

式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
で
日

本
の
署
名
団
体
・
企
業
は
計


団
体
・
企
業
と
な
る
。

　
新
た
に
署
名
し
た
団
体
・

企
業
（
カ
ッ
コ
内
は
署
名
式

出
席
者
）
は
、
庵
ホ
テ
ル

（
友
田
紘
輝
代
表
取
締
役
）、

国
際
観
光
施
設
協
会
（
鈴
木

裕
会
長
）
、
Ｊ
Ｗ
マ
リ
オ
ッ

ト
・
ホ
テ
ル
奈
良
（
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
総
支

配
人
）
、
マ
ッ
プ
ト
ラ
ベ
ル

（
大
道
哲
平
代
表
取
締
役
）、

松
井
旅
館
本
館
（
松
井
節
子

代
表
取
締
役
社
長
）
、
奈
良

ホ
テ
ル
（
原
田
隆
太
代
表
取

締
役
社
長
兼
総
支
配
人
）
、

古
窯
（
佐
藤
洋
詩
恵
代
表
取

締
役
社
長
）
、
玉
の
湯
（
桑

野
和
泉
代
表
取
締
役
社
長
）、

綿
善
（
重
見
匡
昭
代
表
取
締

役
社
長
）
。

　
同
憲
章
は
政
府
や
観
光
業

界
、
地
域
社
会
な
ど
主
要
関

係
者
が
責
任
あ
る
持
続
可
能

な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に

参
照
す
べ
き
規
範
。
世
界
の

環
境
、
文
化
遺
産
、
社
会
に

与
え
る
悪
影
響
を
最
小
限
に

し
な
が
ら
、
観
光
産
業
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
署
名
し
て
い

る
日
本
の
団
体
・
企
業
は
次

の
通
り
。

　
全
日
本
空
輸
▽
エ
イ
チ
・

ア
イ
・
エ
ス
▽
日
本
航
空
▽

日
本
旅
行
業
協
会
▽
全
日
本

ホ
テ
ル
連
盟
▽
日
本
ホ
テ
ル

協
会
▽
日
本
観
光
振
興
協
会

▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
▽
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
▽
日
本

旅
行
▽
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
▽

ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー
ビ
ス

（
以
上
２
０
１
４
年
）
▽
ア

サ
ヒ
ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
ズ
（
同

年
）
▽
日
本

旅
館
協
会
▽
西
村
屋
▽
ピ
ッ

キ
オ
▽
滝
の
湯
ホ
テ
ル
▽
鶴

雅
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
▽
湯

元
舘
（
同

年
）


